職務経歴書
●●●●

【職務経歴概略】（平成99年99月～現在）

平成99年99月　●●●●●株式会社入社

（事業内容：●●●●●、資本金：99 億99百万円／年商額：約9999 億円／

従業員：9999 名/東証一部）

【キャリア詳細】

(平成99年99月～現在に至る)

平成99年99月　本社海外商品部船積み通関チームに異動し、海外商品直接貿易の全輸入品の船積み業務を担当。（会社商品構成比 約20%）

主な業務内容
· 中国、東南アジアにおける全輸入商品における物流業務を担当。その取引先の数、1100件以上。

· SHIPPER（外国の取引先）への船積み指示(SHIPPING INSTRUCTION)とその確認コンタクト。

· SHIPPER（外国の取引先）へ船積み通関書類の依頼と入手。

· 有価証券（B/L）の入手と乙仲（通関業者）へ送付後の貨物確保。

· 船会社からデビットノート（船積み到着通知書）の入手と物流経費管理→年間12億以上の経費を二人で管理。

· 全輸入商品の決済管理（INVOICEと数量管理）。

· FOB契約による船会社の物流経費交渉。

· 物流領域におけるL/C条件を統一するための、SHIPPERサイドへのサポート

· 不良商品による輸出と再輸入処理

＜英語の使用場面＞

· 有価証券(B/L), INVOICE , PACKING LIST など通関書類を毎日100枚以上のFAXを読んで、チェックしている。

· 毎日50通以上は、SHIPPER(外国の取引先)、船会社などと、電子メールでやりとりをしている。

· 船積み指示の確認に関して、毎日現地のSHIPPERと電話にて英語で内容確認をしている。その際、相手からも毎日頻繁に納期、コンテナー本数、オーダーの確認の電話があり、対応している。

· 現地船会社に対して、自社のコンテナーが正常に積み込まれているか、電話や電子メールにて確認毎日確認をしている

→輸入の数は半端じゃなく、多いため、積み漏れがないように。

· 新しい取引先とバイヤーが契約すれば、バイヤーと同席して面会をし、●●●●●株式会社の物流システムの説明と通関をスムーズに行う方法を毎週1回は英語で打ち合わせをする。

平成99年99月　現在に至る

実績や身につけたスキル
【業務効率改善】

チーム内でのルール化の徹底と共有化→作業効率の改善、残業時間低下、人件費削減、仕事の精度が緻密になる

【語学力の向上】

取引先との英語でのやりとりの結果使える語学（LISTENING/SPEKING/READING/WRITING）力が向上

【交渉能力の向上】

各港別に、フォワーダや船会社間を複数、競争させる事により、フレート、フリータイムなどの物流経費引き下げた

【企画立案力の向上】

よりよい結果を出すために、過去の常識に捉われず、新しい方法をチャレンジし続けた。

【コンサルティング能力の向上】

バイヤーサイドの裏側になる物流サイドより、買付けに対して、納期、在庫、SHIPPERレベルなど緻密なデータ集積を行う事により、買付けに対して、裏づけとなる「コンサルティング」ができた。

＜語学スキル＞

TOEIC 公開テストスコア999点取得（平成99年99月）

【自己PR】
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